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優良取組事例、最優良取組事例・特別賞の選定について 

１．昨年度 

（１）選定方法変更（平成 29 年度 第 1回臨時運営委員会） 

 業務部門別グッドプラクティスの選定を廃止 

 最優良取組事例（環境大臣賞 総合部門／地域部門 最大 2事例） 

第一次審査：事務局 

最終審査：最優良取組事例選定委員会 

 特別賞（運営委員長賞） 

審査：共同運営委員長 

（２）実施した手続き 

 最優良取組事例選定委員会設置 

 最優良取組事例に対する環境大臣賞下付申請 

（３）優良取組事例応募、受賞件数 

 応募期間：2017 年 11 月 9 日～2018 年 1 月 15 日（締切を 12 月 27 日から延長） 

 応募事例数：28 機関・事例（1機関 1事例） 

 環境大臣賞 総合部門／環境大臣賞 地域部門 

 運営委員長賞 3 件 

２．今年度のスケジュール等 

（１）最優良取組事例選定委員会設置 

 委員会が環境大臣賞下付申請での「行事の主催者」となるため下付申請前の設置が必

要。 

 選定委員会の構成（委員長 1名、委員 3名）の決定。 

 最優良取組事例選定委員会に係る設置要綱作成。 

（２）最優良取組事例に対する環境大臣賞下付申請 

 優良取組事例募集や選定を含めた環境大臣賞を下付する制度の承認を求めるためのも

のであり、優良取組事例応募開始前には申請する必要がある。 

必要な書類 

①下付申請書（共同運営委員長の押印必要） ③環境大臣賞の賞状文書 

②選定委員会設置要綱 ④優良取組事例募集要綱 

（３）優良取組事例募集 

募集期間： 2018 年９月１日～11 月 30 日 

選定の観点： 

・先進性がある。 ・継続性がある。 

・独自性がある。 ・他の金融機関と連携している又は連携が可能である。 

・社会へ与える影響が大きい。 ・実績（販売数や販売額等）がある。 

・ステークホルダーへの意識改革を促す。 ・地域性がある。 

・（地場）産業発展への貢につながる。 ・グローバルな広がりを持つ。 

 ※最優良取組事例（環境大臣賞）に関しては環境要素を重視いたします。 
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応募書類： ・応募申込書（様式あり） 

 ・添付書類（追加書類）パンフレット等自由だが、審査する者（事務局、選定委

員会、共同運営委員長）との共有のため、原則として電子ファイル。 

（４）今年度のスケジュール ※下記スケジュールにおいて、運営委員会の決議が必要な場合は、

運営委員会開催時期の調整または臨時運営委員会の開催 

2018 年  

8 月 ・選定委員の確定。選定委員会設置要綱作成。 

・環境大臣賞下付申請 

9 月 1 日 ・優良取組事例応募受付開始 

11 月 30 日 ・優良取組事例応募受付終了 

12 月～1 月 ・最優良取組事例 第一次審査（事務局） 

・特別賞審査（共同運営委員長）～2 月中旬 

2019 年  

2 月中旬 ・最優良取組事例選定委員会開催（最終審査） 

・最優良取組事例（最大 2 事例）、特別賞（2 事例程度）決定 

・賞状作成・押印 

3 月 6 日 ・定時総会にて最優良取組事例（環境大臣賞）、特別賞（運営委員長

賞）表彰 

 

【参考】過去の受賞取組事例と署名金融機関 

・平成 26 年度環境大臣賞 

「グリーン ATM によるカーボン・オフセットの取り組み」（株）第四銀行 

・平成 27 年度環境大臣賞 

「東南アジアでの『天候インデックス保険』の提供」損害保険ジャパン日本興亜（株） 

・平成 28 年度環境大臣賞 

「あましんグリーンプレミアム」尼崎信用金庫 

・平成 29 年度 

環境大臣賞（総合部門）：「資産運用におけるESG投資」第一生命保険（株） 

      （地域部門）：「地域資源を活用した木質バイオマス発電事業への取組み」 

            （株）北都銀行 

運営委員長賞     「7色の虹を千葉から未来へ～千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト

～」（株）京葉銀行 

            「地域活性に資するNPO団体・ソーシャルビジネスへの総合支援の取

組み」西武信用金庫 

            「子ども向け環境情報誌『JUNIOR SAFE』発行」（株）三井住友銀行 

 

以  上 


